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第一部 【企業情報】 

第１ 【企業の概況】 

連結経営指標等 

  

 
(注) １ 売上高には、消費税等は含まれておりません。 

    ２ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、新株予約権付社債等潜在株式がないため、

 記載しておりません。 

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第30期

第３四半期連結
累計期間

第31期
第３四半期連結

累計期間

第30期
第３四半期連結

会計期間

第31期 
第３四半期連結 

会計期間
第30期

会計期間

自  平成21年
    ４月１日 
至  平成21年 
    12月31日

自 平成22年
    ４月１日 
至  平成22年 
    12月31日

自 平成21年
    10月１日 
至  平成21年 
    12月31日

自 平成22年 
    10月１日 
至  平成22年 
    12月31日

自  平成21年
    ４月１日 
至  平成22年 
    ３月31日

売上高 (百万円) 102,379 109,177 32,575 35,453 152,158 

経常利益 (百万円) 5,695 6,990 1,428 2,585 11,221 

四半期(当期)純利益 (百万円) 3,197 3,903 883 1,520 6,298 

純資産額 (百万円) ― ― 79,809 84,876 83,065 

総資産額 (百万円) ― ― 120,175 123,337 131,966 

１株当たり純資産額 (円) ― ― 1,457.41 1,549.32 1,516.79 

１株当たり四半期 
(当期)純利益金額 

(円) 60.34 73.66 16.68 28.69 118.84 

潜在株式調整後 
１株当たり四半期 
(当期)純利益金額 

(円) ─ ─ ─ ─ ─

自己資本比率 (％) ― ― 64.3 66.6 60.9 

営業活動による 
キャッシュ・フロー 

(百万円) 1,309 178 ― ― 7,221 

投資活動による 
キャッシュ・フロー 

(百万円) △2,488 △1,107 ― ― △5,731

財務活動による 
キャッシュ・フロー 

(百万円) △2,675 △2,524 ― ― △2,802

現金及び現金同等物の 
四半期末(期末)残高 

(百万円) ― ― 31,572 30,656 34,115 

従業員数 (名) ― ― 4,863 4,954 4,848 
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当第３四半期連結会計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。 

  

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

  

(1) 連結会社の状況 

 
(注) １ 従業員数は就業人員であります。 

２ 臨時従業員については、その総数が従業員数の100分の10未満であるため、記載を省略しております。 

３ 上記の従業員数には、新日本製鐵㈱からの出向受入75名を含んでおります。 

  

(2) 提出会社の状況 

 
(注) １ 従業員数は就業人員であります。 

２ 臨時従業員については、その総数が従業員数の100分の10未満であるため、記載を省略しております。 

  

２ 【事業の内容】

３ 【関係会社の状況】

４ 【従業員の状況】

 平成22年12月31日現在

従業員数(名) 4,954 

 平成22年12月31日現在

従業員数(名) 2,431 
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第２ 【事業の状況】 

当社は情報サービス単一セグメントでありますが、サービス分野別の当第３四半期連結会計期間（平

成22年10月１日～平成22年12月31日）の生産実績、受注実績及び販売実績を示すと、次のとおりであり

ます。 

  

(1) 生産実績 

 
(注) １ 金額は、販売価格によっております。 

２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  
(2) 受注実績 

 
(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  
(3) 販売実績 

 
  当第３四半期連結会計期間と前第３四半期連結会計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実

績に対する割合は、次のとおりであります。 

 
(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

１ 【生産、受注及び販売の状況】

サービス分野の名称 生産高(百万円) 前年同四半期比

業務ソリューション事業 20,307 7.6％

基盤ソリューション事業 4,473 37.3％

ビジネスサービス事業 12,862 18.1％

合計 37,643 14.0％

サービス分野の名称 受注高(百万円) 前年同四半期比 受注残高(百万円) 前年同四半期比

業務ソリューション事業 19,210 △0.9％ 32,420 △1.4％

基盤ソリューション事業 4,403 △30.4％ 8,944 20.6％

ビジネスサービス事業 12,531 31.9％ 18,976 △6.5％

合計 36,146 2.6％ 60,341 △0.4％

サービス分野の名称 販売高(百万円) 前年同四半期比

業務ソリューション事業 18,537 0.6％

基盤ソリューション事業 4,439 36.6％

ビジネスサービス事業 12,476 14.6％

合計 35,453 8.8％

相手先

前第３四半期連結会計期間 

(自 平成21年10月１日
  至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間 

(自 平成22年10月１日
 至 平成22年12月31日)

販売高(百万円) 割合(％) 販売高(百万円) 割合(％)

新日本製鐵㈱ 5,993 18.4 6,430 18.1 
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当第３四半期連結会計期間において、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又

は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。 

  

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。 

  

(1) 経営成績の分析 

当第３四半期連結会計期間のわが国経済は、全体として緩やかな回復が見られたものの、円高や国内

個人消費の動向等の懸念から、先行きが不透明な状況が継続しております。 

また情報サービス業界においては、依然投資の抑制傾向が継続しております。 
  

このような事業環境下、当社グループは、既存顧客からの継続的な受注確保や新規顧客開拓を進める

ことにより事業機会を確実にとらえるとともに、事業体質の強化や事業領域の拡大、クラウド・サービ

ス事業の加速に向けた諸施策に全社をあげて取り組んでまいりました。 

当第３四半期連結会計期間は、全事業部においてトップラインの維持・拡大に向けた諸施策を実行す

るとともに、SE稼働向上、オフショア拡大を含むパートナーとの連携強化、システム開発基盤をクラウ

ド・サービスとして提供するNSSDCクラウドの利用拡大等を進め、事業競争力の強化に努めました。テ

レコム分野やIFRS対応等の成長分野への取り組みも着実に進めております。クラウド・サービスにつき

ましては、サービスメニューを拡充するとともに、クラウド・サービスの中核拠点となる高密度・グリ

ーン（環境負荷軽減）対応型の次世代高規格データセンターの建設を、平成24年初頭の開設に向け順調

に進めております。 

当第３四半期連結会計期間の売上高は、基盤ソリューション事業及びビジネスサービス事業の増収に

より、35,453百万円と前年同期(32,575百万円)と比べ2,877百万円の増収となりました。経常利益は、

売上総利益の増加や販売費及び一般管理費の効率化の結果、2,585百万円と前年同期 (1,428百万円)と

比べ1,157百万円の増益となりました。 
  

当第３四半期連結会計期間をサービス分野別（業務ソリューション事業、基盤ソリューション事業及

びビジネスサービス事業）に概観いたしますと、以下のとおりであります。 

業務ソリューション事業につきましては、産業、流通・サービス分野向けが増加したものの、金融、

社会・公共分野向けが減少した結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は18,537百万円と前年同期

（18,434百万円）と比べ、ほぼ横ばいとなりました。 

基盤ソリューション事業につきましては、クラウド・サービス関連のビジネスが好調に推移した結

果、当第３四半期連結会計期間の売上高は4,439百万円と前年同期（3,250百万円）と比べ1,188百万円

の増収となりました。 

ビジネスサービス事業につきましては、テレコム分野向けや新日本製鐵㈱向けが増加した結果、当第

３四半期連結会計期間の売上高は12,476百万円と前年同期（10,890百万円）と比べ1,586百万円の増収

となりました。 

  
(2) 財政状態の分析 

①貸借対照表 

 1）資産の部 

当第３四半期連結会計期間末の資産の部は、前連結会計年度末131,966百万円から8,628百万円減

少し、123,337百万円となりました。主な内訳は、受取手形及び売掛金の減少△8,568百万円、預け

金の減少△8,358百万円、仕掛品の増加4,010百万円、有形固定資産の増加2,201百万円であります。

２ 【事業等のリスク】

３ 【経営上の重要な契約等】

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
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 2）負債の部 

当第３四半期連結会計期間末の負債の部は、前連結会計年度末48,900百万円から10,439百万円減

少し、38,460百万円となりました。主な内訳は、支払手形及び買掛金の減少△5,656百万円、賞与引

当金の減少△2,868百万円、未払法人税等の減少△1,675百万円であります。 

 3）純資産の部 

当第３四半期連結会計期間末の純資産の部は、前連結会計年度末83,065百万円から1,810百万円増

加し、84,876百万円となりました。主な内訳は、四半期純利益3,903百万円、配当金△2,119百万

円、少数株主持分の増加87百万円、その他有価証券評価差額金の減少△49百万円であります。その

結果、自己資本比率は66.6％となります。 

②資金調達 

 1）金融機関等からの借入可能枠 

当社は、大手各行に対し計4,800百万円の当座借越枠を保有しております。また、新日本製鐵㈱の

連結子会社であるニッテツ・ファイナンス㈱に対し4,600百万円の当座借越枠があり、合計9,400百

万円の当座借越枠を保有しております。 

 2）キャッシュマネージメントシステム(CMS) 

当社は、上記ニッテツ・ファイナンス㈱のCMSを利用しており、当第３四半期連結会計期間末は

16,847百万円を預け入れております。 
  

(3) キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、30,656百万円となりました。前

第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物の増減額が△4,882百万円であったのに対し、当

第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物の増減額は△7,716百万円になりました。各活動

区分別には以下のとおりであります。 
  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

前第３四半期連結会計期間は、税金等調整前四半期純利益1,428百万円、減価償却費567百万円、賞

与引当金の減少△2,897百万円、たな卸資産の増加△2,458百万円、企業間信用1,338百万円、法人税等

の支払△2,062百万円等により△3,141百万円となりました。一方、当第３四半期連結会計期間は、税

金等調整前四半期純利益2,585百万円、減価償却費558百万円、賞与引当金の減少△2,997百万円、たな

卸資産の増加△2,180百万円、企業間信用△292百万円、法人税等の支払△2,165百万円等により

△3,099百万円となりました。 
  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

前第３四半期連結会計期間は、有価証券の取得による支出△1,996百万円、有価証券の償還による収

入2,150百万円、有形及び無形固定資産の取得による支出△313百万円、差入保証金の差入による支出

△970百万円、差入保証金の回収による収入487百万円等により△544百万円となりました。一方、当第

３四半期連結会計期間は、有価証券の取得による支出△5,015百万円、有価証券の償還による収入

2,000百万円、有形及び無形固定資産の取得による支出△488百万円等により△3,431百万円となりまし

た。 
  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

前第３四半期連結会計期間は、配当金の支払等により△1,192百万円となりました。一方、当第３四

半期連結会計期間も同様に配当金の支払等により△1,183百万円となりました。 
  

(4) 対処すべき課題 

当第３四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。 
  

(5) 研究開発活動 

当第３四半期連結会計期間における研究開発費の総額は339百万円であります。 
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第３ 【設備の状況】 

(1) 主要な設備の状況 

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

  

(2) 設備の新設、除却等の計画 

当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画中であった新データセンターの

建設について、重要な変更及び設備計画の完了はありません。 

また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はあり

ません。 
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第４ 【提出会社の状況】 

(1) 【株式の総数等】 

① 【株式の総数】 

  

 
  

② 【発行済株式】 

  

 
  
(2) 【新株予約権等の状況】 

  

該当事項はありません。 

  
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】 

  

該当事項はありません。 

  
(4) 【ライツプランの内容】 

  

該当事項はありません。 

  
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】 

  

 
(注)当第３四半期会計期間における発行済株式総数、資本金及び資本準備金の増減はありません。 

  

１ 【株式等の状況】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 211,996,000 

計 211,996,000 

種類
第３四半期会計期間 
末現在発行数(株) 
(平成22年12月31日)

提出日現在
発行数(株) 

(平成23年２月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 52,999,120 52,999,120 
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数は、100株であり
ます。 

計 52,999,120 52,999,120 ― ―

年月日
発行済株式 
総数増減数 

(株)

発行済株式
総数残高 
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金 
増減額 
(百万円)

資本準備金
残高 

(百万円)

平成22年12月31日 ─ 52,999,120 ─ 12,952 ─ 9,950 
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(6) 【大株主の状況】 

 
(注)  住友信託銀行(株)及びその共同保有者である日興アセットマネジメント(株)から平成21年10月21日付で近畿財

務局長に提出された大量保有報告書の平成22年６月７日付の変更報告書により、平成22年５月31日現在で以下

の株式を保有している旨の報告を受けておりますが、当社として当第３四半期会計期間末における所有株式数

の確認ができておりません。 

なお、変更報告書の内容は以下のとおりであります。 

 
  

  平成22年12月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数 
(千株)

発行済株式
総数に対する 
所有株式数 
の割合(％)

新日本製鐵(株) 東京都千代田区丸の内２丁目６番１号 35,510 67.00 

日本トラスティ・サービス信託銀行
(株)(信託口) 

東京都中央区晴海１丁目８番11号 2,725 5.14 

日本マスタートラスト信託銀行(株)(信
託口) 

東京都港区浜松町２丁目11番３号 1,526 2.88 

新日鉄ソリューションズ社員持株会 東京都中央区新川２丁目20番15号 1,100 2.08 

ザ チェース マンハッタン バンク 
エヌエイ ロンドン エス エル オ
ムニバス アカウント(常任代理人(株)
みずほコーポレート銀行決済営業部) 

WOOLGATE HOUSE, COLEMAN STREET  
LONDON EC2P 2HD, ENGLAND 
(東京都中央区月島４丁目16番13号) 

1,013 1.91 

ジュニパー(常任代理人(株)三菱東京
UFJ銀行) 

P.O.BOX 2992 RIYADH 11169 KINGDOM OF 
SAUDI ARABIA 
(東京都千代田区丸の内２丁目７番１号
決済事業部) 

988 1.86 

日本トラスティ・サービス信託銀行
(株)(信託口９) 

東京都中央区晴海１丁目８番11号 795 1.50 

資産管理サービス信託銀行(株)(証券投
資信託口) 

東京都中央区晴海１丁目８番12号 628 1.19 

ノーザン トラスト カンパニー(エイ
ブイエフシー)サブ アカウント アメ
リカン クライアント(常任代理人㈱香
港上海銀行東京支店) 

50 BANK STREET CANARY WHARF LONDON 
E14 ５NT, UK(東京都中央区日本橋３丁
目11番１号) 

427 0.81 

ニッポンベスト(常任代理人(株)三菱東
京UFJ銀行) 

P.O.BOX 2992 RIYADH 11169 KINGDOM OF 
SAUDI ARABIA 
(東京都千代田区丸の内２丁目７番１号
決済事業部) 

325 0.61 

計 ― 45,041 84.99 

  

氏名又は名称 住所
保有株券等の数 

(千株) 
 

株券等保有割合
(％) 
 

住友信託銀行(株) 大阪府大阪市中央区北浜４丁目５番33号 728 1.37 

日興アセットマネジメント(株) 
東京都港区赤坂９丁目７番１号ミッドタウ
ン・タワー 2,213 4.18 
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(7) 【議決権の状況】 

① 【発行済株式】 

 
(注)「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式100株(議決権１個)が含まれており

ます。  

  

② 【自己株式等】 

 
  

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】 

  

 
(注)最高・最低株価は、東京証券取引所第一部における株価を記載しております。   

  

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。 

  

  平成22年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─ 

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─ 

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─ 

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 

1,400 
― ─ 

完全議決権株式(その他) 
普通株式 

52,994,700 
529,947 ─ 

単元未満株式 
普通株式 

3,020 
― ─ 

発行済株式総数 52,999,120 ― ―

総株主の議決権 ― 529,947 ―

  平成22年12月31日現在

所有者の氏名 
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数 

(株)

他人名義
所有株式数 

(株)

所有株式数 
の合計 
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数 
の割合(％)

(自己保有株式) 
新日鉄ソリューションズ(株) 

東京都中央区新川二丁目
20番15号 1,400 ─ 1,400 0.0 

計 ― 1,400 ─ 1,400 0.0 

２ 【株価の推移】

月別
平成22年 
４月

 
５月

 
６月

 
７月

 
８月

 
９月

 
10月

 
11月

 
12月

最高(円) 2,187 2,350 1,999 1,810 1,682 1,621 1,570 1,659 1,826 

最低(円) 1,647 1,670 1,701 1,469 1,452 1,451 1,317 1,425 1,608 

３ 【役員の状況】
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第５ 【経理の状況】 

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。 

なお、前第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、

当第３四半期連結会計期間(平成22年10月１日から平成22年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成22年４月１日から平成22年12月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。 

  

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成21年10月

１日から平成21年12月31日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日

まで)に係る四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間(平成22年10月１日から平成22年12月31

日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年12月31日まで)に係る四半期連結

財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。 

なお、あずさ監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成22年７月１日をもって有限責任 あずさ

監査法人となりました。 

  

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

２．監査証明について
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1 【四半期連結財務諸表】 
 (1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,628 4,389

預け金 16,847 25,206

受取手形及び売掛金 25,313 33,881

有価証券 13,192 12,518

仕掛品 15,230 11,219

原材料及び貯蔵品 133 120

その他 3,984 3,876

貸倒引当金 △11 △134

流動資産合計 80,317 91,077

固定資産   

有形固定資産 ※1  12,935 ※1  10,733

無形固定資産   

のれん 2,888 3,012

その他 1,366 1,087

無形固定資産合計 4,255 4,100

投資その他の資産   

関係会社長期貸付金 12,000 12,000

その他 13,829 14,054

投資その他の資産合計 25,829 26,054

固定資産合計 43,019 40,888

資産合計 123,337 131,966

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 8,860 14,517

未払法人税等 883 2,559

賞与引当金 3,036 5,905

その他の引当金 735 531

その他 11,895 12,788

流動負債合計 25,411 36,301

固定負債   

退職給付引当金 11,662 10,898

役員退職慰労引当金 166 160

その他 1,219 1,539

固定負債合計 13,049 12,598

負債合計 38,460 48,900
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 12,952 12,952

資本剰余金 9,950 9,950

利益剰余金 60,506 58,722

自己株式 △4 △3

株主資本合計 83,405 81,621

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 3 52

土地再評価差額金 △1,276 △1,276

為替換算調整勘定 △21 △11

評価・換算差額等合計 △1,295 △1,235

少数株主持分 2,766 2,679

純資産合計 84,876 83,065

負債純資産合計 123,337 131,966
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 (2) 【四半期連結損益計算書】 
  【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
  至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
  至 平成22年12月31日) 

売上高 102,379 109,177

売上原価 ※2  81,711 ※2  87,619

売上総利益 20,668 21,558

販売費及び一般管理費 ※1, ※2  15,270 ※1, ※2  14,853

営業利益 5,397 6,705

営業外収益   

受取利息 243 182

受取配当金 61 158

持分法による投資利益 1 1

為替差益 － 1

貸倒引当金戻入額 115 39

その他 6 21

営業外収益合計 428 405

営業外費用   

支払利息 53 58

為替差損 1 －

固定資産除却損 29 32

事務所移転費用 40 －

その他 7 30

営業外費用合計 131 120

経常利益 5,695 6,990

税金等調整前四半期純利益 5,695 6,990

法人税等 ※3  2,462 ※3  2,961

少数株主損益調整前四半期純利益 － 4,028

少数株主利益 34 124

四半期純利益 3,197 3,903
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  【第３四半期連結会計期間】 

（単位：百万円）

前第３四半期連結会計期間 
(自 平成21年10月１日 
  至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成22年10月１日 
  至 平成22年12月31日) 

売上高 32,575 35,453

売上原価 ※2  26,328 ※2  28,167

売上総利益 6,247 7,285

販売費及び一般管理費 ※1, ※2  4,900 ※1, ※2  4,730

営業利益 1,346 2,554

営業外収益   

受取利息 80 53

受取配当金 0 0

持分法による投資利益 0 －

為替差益 － 1

貸倒引当金戻入額 38 －

その他 3 18

営業外収益合計 123 74

営業外費用   

支払利息 24 18

持分法による投資損失 － 0

ゴルフ会員権評価損 － 11

為替差損 0 －

固定資産除却損 13 10

その他 3 3

営業外費用合計 41 43

経常利益 1,428 2,585

税金等調整前四半期純利益 1,428 2,585

法人税等 ※3  574 ※3  1,053

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,531

少数株主利益 △29 11

四半期純利益 883 1,520
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 (3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
  至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
  至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 5,695 6,990

減価償却費 1,534 1,629

のれん償却額 123 123

貸倒引当金の増減額（△は減少） △121 △125

賞与引当金の増減額（△は減少） △2,914 △2,868

退職給付引当金の増減額（△は減少） 820 764

受取利息及び受取配当金 △305 △341

支払利息 53 58

持分法による投資損益（△は益） △1 △1

売上債権の増減額（△は増加） 10,462 8,563

たな卸資産の増減額（△は増加） △4,521 △4,023

仕入債務の増減額（△は減少） △6,134 △5,655

その他 2,531 △585

小計 7,222 4,529

利息及び配当金の受取額 281 356

利息の支払額 △53 △58

法人税等の支払額 △6,139 △4,649

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,309 178

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の取得による支出 △8,146 △6,013

有価証券の償還による収入 4,350 9,000

有形及び無形固定資産の取得による支出 △1,284 △4,256

投資有価証券の取得による支出 △20 △0

投資有価証券の売却による収入 － 18

投資有価証券の償還による収入 3,000 －

関係会社貸付けによる支出 △12,000 －

関係会社貸付金の回収による収入 12,000 －

関係会社株式の取得による支出 － △21

差入保証金の差入による支出 △1,058 △7

差入保証金の回収による収入 577 187

その他 94 △13

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,488 △1,107

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △12 －

自己株式の取得による支出 － △0

配当金の支払額 △2,252 △2,119

少数株主への配当金の支払額 △96 △36

リース債務の返済による支出 △314 △368

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,675 △2,524

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 △6

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,854 △3,459

現金及び現金同等物の期首残高 35,427 34,115

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  31,572 ※1  30,656
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【継続企業の前提に関する事項】 

当第３四半期連結会計期間(自 平成22年10月１日 至 平成22年12月31日) 

該当事項はありません。 

  
【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】 

 
  
【表示方法の変更】 

 
  

 
  
【簡便な会計処理】 

(自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日) 
当第３四半期連結累計期間

１ 連結の範囲に関する事項の変更 

該当事項はありません。 
 

 

２ 持分法の適用に関する事項の変更 

第２四半期連結会計期間より、「気象衛星ひまわり運用事業株式会社」について新たに株式を取得したた

め、持分法適用の範囲に含めております。なお、みなし取得日は第２四半期連結会計期間末としております。 

 

 
３ 連結子会社の事業年度等に関する事項の変更 

該当事項はありません。 
 

４ 会計処理基準に関する事項の変更 

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月

31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31

日）を適用しております。 

これによる当期の損益への影響はありません。 

 

 
５ 四半期連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲の変更 

該当事項はありません。 
 

(自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日) 
当第３四半期連結累計期間

（四半期連結損益計算書関係） 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等の

一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用に伴い、当第３四半期連結累計期間で

は、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。 

 

(自 平成22年10月１日 至 平成22年12月31日) 
当第３四半期連結会計期間

（四半期連結損益計算書関係） 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等の

一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用に伴い、当第３四半期連結会計期間で

は、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。 

 

(自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日) 
当第３四半期連結累計期間

 繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生

状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プラ

ンニングを利用する方法によっております。 
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】 

 
  
【注記事項】 

(四半期連結貸借対照表関係) 

 
  

(四半期連結損益計算書関係) 

第３四半期連結累計期間 

 
  

(自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日) 
当第３四半期連結累計期間

 税金費用の計算 

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

 

当第３四半期連結会計期間末 
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末 
(平成22年３月31日)

※１ 有形固定資産の減価償却累計額  11,588百万円 

  ２ 偶発債務 
 関連会社の金融機関からの借入金に対し、保証
予約を行っております。 
  
㈱北海道高度情報技術センター   6百万円 

 

※１ 有形固定資産の減価償却累計額  10,845百万円 

  ２ 偶発債務 
 関連会社の金融機関からの借入金に対し、保証
予約を行っております。 
  
㈱北海道高度情報技術センター    8百万円  

 

 

(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金

額は、次のとおりであります。 

 

※２ 一般管理費及び当期製造費用に含まれる研究開
発費は、952百万円であります。 
  

※３ 法人税等調整額は、法人税等に含めて表示して
おります。 
  

 
給料諸手当 5,997百万円

賞与引当金繰入額 566百万円

退職給付費用 370百万円

役員退職慰労引当金繰入額 25百万円

減価償却費 150百万円

のれん償却額 123百万円

営業支援費 2,489百万円

 

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金

額は、次のとおりであります。 

 

※２ 一般管理費及び当期製造費用に含まれる研究開
発費は、983百万円であります。 
  

※３ 法人税等調整額は、法人税等に含めて表示して
おります。 

 
給料諸手当 5,864百万円

賞与引当金繰入額 598百万円

退職給付費用 365百万円

役員退職慰労引当金繰入額 23百万円

減価償却費 125百万円

のれん償却額 123百万円

営業支援費 2,402百万円
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第３四半期連結会計期間 

 
  
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係) 

 
  

(自 平成21年10月１日 
 至 平成21年12月31日) 

前第３四半期連結会計期間
(自 平成22年10月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結会計期間

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金

額は、次のとおりであります。 

 

※２ 一般管理費及び当期製造費用に含まれる研究開
発費は、413百万円であります。 
  

※３ 法人税等調整額は、法人税等に含めて表示して
おります。 
  

 
給料諸手当 2,752百万円

賞与引当金繰入額 566百万円

退職給付費用 117百万円

役員退職慰労引当金繰入額 9百万円

減価償却費 52百万円

のれん償却額 41百万円

営業支援費 836百万円

  

 

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金

額は、次のとおりであります。 

 

※２ 一般管理費及び当期製造費用に含まれる研究開
発費は、339百万円であります。 
  

※３ 法人税等調整額は、法人税等に含めて表示して
おります。 

 
給料諸手当 2,743百万円

賞与引当金繰入額 598百万円

退職給付費用 114百万円

役員退職慰労引当金繰入額 7百万円

減価償却費 39百万円

のれん償却額 41百万円

営業支援費 748百万円

貸倒引当金繰入額 3百万円

 

(自 平成21年４月１日 
前第３四半期連結累計期間

 至 平成21年12月31日)
(自 平成22年４月１日 
当第３四半期連結累計期間

至 平成22年12月31日)

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

  

   

現金及び預金勘定 4,520百万円

預け金勘定 20,992百万円

有価証券勘定 14,056百万円

計 39,569百万円

取得日から償還期限が３か月超の

有価証券 
△7,996百万円

現金及び現金同等物 31,572百万円

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

  

 

現金及び預金勘定 5,628百万円

預け金勘定 16,847百万円

有価証券勘定 13,192百万円

計 35,668百万円

取得日から償還期限が３か月超の

有価証券 
△5,012百万円

現金及び現金同等物 30,656百万円
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(株主資本等関係) 

当第３四半期連結会計期間末(平成22年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日 

 至  平成22年12月31日) 

１  発行済株式の種類及び総数 

 
  
２  自己株式の種類及び株式数 

 
  
３  新株予約権の四半期連結会計期間末残高等 

該当事項はありません。 

  
４  配当に関する事項 

(1) 配当金支払額 

 
  

(2) 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会

計期間の末日後となるもの 

該当事項はありません。 

  
５  株主資本の著しい変動に関する事項 

 該当事項はありません。 

  

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 52,999,120 

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 1,476 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年５月18日 
取締役会 

普通株式 1,059 20.00 平成22年３月31日 平成22年６月２日 利益剰余金

平成22年10月27日
取締役会 

普通株式 1,059 20.00 平成22年９月30日 平成22年12月３日 利益剰余金
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(セグメント情報等) 

【事業の種類別セグメント情報】 

前第３四半期連結会計期間(自 平成21年10月１日 至 平成21年12月31日)及び前第３四半期連結累計

期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 
  

当社及び当グループは情報システムの企画からソフトウェアの開発、ハードウェア等機器の選定及

びシステムの運用や保守等、総合的なサービス提供を事業内容としており、情報サービス単一事業の

ため、事業の種類別セグメント情報を記載しておりません。 

  
【所在地別セグメント情報】 

前第３四半期連結会計期間(自 平成21年10月１日 至 平成21年12月31日)及び前第３四半期連結累計

期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 
  

全セグメントの売上高の合計及び全セグメントの資産の金額の合計額に占める「本邦」の割合がい

ずれも90％を超えているため、記載を省略しております。 

  
【海外売上高】 

前第３四半期連結会計期間(自 平成21年10月１日 至 平成21年12月31日)及び前第３四半期連結累計

期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 
  

   海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

  
【セグメント情報】 

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号

平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適

用指針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

  
当社及び当グループは情報システムの企画からソフトウェアの開発、ハードウェア等機器の選定及

びシステムの運用や保守等、総合的なサービス提供を事業内容としており、情報サービス単一事業で

あります。そのため、セグメント情報については記載を省略しております。 

  

(資産除去債務関係) 

 当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日） 

当社及び当グループは不動産賃借契約に基づく本社オフィス等の退去時における原状回復に係る債

務を有しておりますが、当該債務に関する賃借資産の使用期間が明確でなく、また移転計画もないこ

とから、資産除去債務を合理的に見積ることができません。そのため、当該債務に見合う資産除去債

務を計上しておりません。 
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(１株当たり情報) 

１．１株当たり純資産額 

  

 
  
２．１株当たり四半期純利益金額等 

第３四半期連結累計期間 

 
  

(注)  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎 

 
  

第３四半期連結会計期間 

 
  

(注)  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎 

 
  
(重要な後発事象) 

 該当事項はありません。 

当第３四半期連結会計期間末 
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末 
(平成22年３月31日)

  

 1,549円32銭
 

1,516円79銭

(自  平成21年４月１日 
至  平成21年12月31日) 

前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日 
至  平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間

 

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額
については、新株予約権付社債等潜在株式がないため記
載しておりません。 

１株当たり四半期純利益金額 60円34銭

 

 

 

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額
については、新株予約権付社債等潜在株式がないため記
載しておりません。 

１株当たり四半期純利益金額 73円66銭

 

項目 (自 平成21年４月１日 
前第３四半期連結累計期間

至 平成21年12月31日)
(自 平成22年４月１日 
当第３四半期連結累計期間

 至 平成22年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 3,197 3,903 

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 3,197 3,903 

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式の期中平均株式数(株) 52,997,821 52,997,688 

(自  平成21年10月１日 
至  平成21年12月31日) 

前第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日 
至  平成22年12月31日) 

当第３四半期連結会計期間

 

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額
については、新株予約権付社債等潜在株式がないため記
載しておりません。 

１株当たり四半期純利益金額 16円68銭

 

 

 

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額
については、新株予約権付社債等潜在株式がないため記
載しておりません。 

１株当たり四半期純利益金額 28円69銭

 

項目 (自 平成21年10月１日 
前第３四半期連結会計期間

至 平成21年12月31日)
(自 平成22年10月１日 
当第３四半期連結会計期間

 至 平成22年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 883 1,520 

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 883 1,520 

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式の期中平均株式数(株) 52,997,821 52,997,644 
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第31期第２四半期末日（平成22年９月30日）を基準日とする剰余金の配当については、平成22年10月27

日開催の取締役会において、次のとおり配当を行うことを決議いたしました。 

  ① 配当金の総額                 1,059百万円 

  ② １株当たりの金額                                 20円00銭 

  ③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日   平成22年12月３日 

  

２ 【その他】
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。 
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平成22年２月８日

新日鉄ソリューションズ株式会社 

取締役会 御中 

  
 

  
 

  
 

  
 

  

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている新

日鉄ソリューションズ株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期

連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年４月

１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連

結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結

財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論

を表明することにある。 

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビ

ューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公

正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行

われた。 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、新日鉄ソリューションズ株式会社及び連結

子会社の平成21年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期

連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

  
以  上 

  

 
  

独立監査人の四半期レビュー報告書

あずさ監査法人

指定社員 
業務執行社員

公認会計士  河 合 利 治  印 

指定社員 
業務執行社員

公認会計士  俵   洋 志  印 

指定社員 
業務執行社員

公認会計士  山 田 尚 宏  印 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。 

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。 

 



  
平成23年２月７日

新日鉄ソリューションズ株式会社 

取締役会  御中 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている新

日鉄ソリューションズ株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第３四半期

連結会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成22年４月

１日から平成22年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連

結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結

財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論

を表明することにある。 

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビ

ューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公

正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行

われた。 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、新日鉄ソリューションズ株式会社及び連結

子会社の平成22年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期

連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

  
以  上 

  

 
  

独立監査人の四半期レビュー報告書

有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員 
業務執行社員 

公認会計士    河  合  利  治    印 

指定有限責任社員 
業務執行社員 

公認会計士    俵     洋  志    印 

指定有限責任社員 
業務執行社員 

公認会計士    山  田  尚  宏  印 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。 

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。 

 



 
  

【表紙】 

【提出書類】 確認書 

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の８第１項 

【提出先】 関東財務局長 

【提出日】 平成23年２月８日 

【会社名】 新日鉄ソリューションズ株式会社 

【英訳名】 NS Solutions Corporation 

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長  北 川  三 雄 

【最高財務責任者の役職氏名】        ─ 

【本店の所在の場所】 東京都中央区新川二丁目20番15号 

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所 

  （東京都中央区日本橋兜町２番１号） 

 

 



当社代表取締役社長北川三雄は、当社の第31期第３四半期(自 平成22年10月１日 至 平成22年12月

31日)の四半期報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認いたしま

した。 

  

確認に当たり、特記すべき事項はありません。 

  

１ 【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

２ 【特記事項】
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